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ロシア所蔵チベット語袖珍本について(1)*

白井聡子

1 序

 ロシア科学アカデ ミー東方学研究所 サンク トペテルブルグ支所 にはカラホ ト出土

とされ るチベ ッ ト語資料が多数所蔵 されている。筆者 はその うちXT-67の 一部 に

っいて内容比定を行 った。本稿では,そ の形式 ・内容 の概略を述べ た上で,言 語的

特徴 につ いて考察 を行 う。 さらに,全 文 を訳お よび注 と共 に紹介 する。

2 資 料XT67aに つ い て

 X°T-67は,ロ シア科学 アカデ ミー東方学研究所 サ ンク トペテルブル グ支所 にカ ラ

ホ ト出土 として所蔵 されてい るチベ ッ ト語資料の一つであ る。全体で は24コ マ分

残存 し,第1コ マか ら第13コ マ左半分 までは1つ の経典の断片で ある。1本稿で は

この部分 を便宜的にXT6礼と 呼び,考 察の対象 とす る。

 Vorobyova-Desyatovskaya(1995:47)に よ れ ば, XT-67は16世 紀 末 にA. S.

Martynovに よ り作 成 され た 目録 に含 まれ て い る とい う。 また9展 示 品 カ タ ロ グ に

お い てLS.5av咜sky博 士 に よ って紹 介 され た こ とが あ る(Savitsky 1996[1993]2:

278)。XT一ﾘ7が 収 め られ た箱 には ドイ ツ語 に よる ラ ベ ル が貼 られ て お り,「XT-67

(Kat.87)/チ ベ ッ ト語袖 珍 本 ノ12世 紀 末/木 版 印刷[XT-67(lfai.87)/Taschenbuch

in Tibetischer Sprache/Ende 12Jh./Blockdruck]」 とあ る。,,Kat.87``はSavitsky

(�冝.)の カ タ ロ グ番 号 に 対癒 す る。 しか しこれ まで,内 容 比 定 は され な い ま ま で

あ った。

*資 料調査にあたっては,ロ シア科学アカデミー東方学研究所サンクトペテルブルグ支所の先生方に大変

 お世話になった。ご協力に心より感謝申し上げます。なお本稿は,科 学研究費補助金 ・基盤研究(A)(1)
「中央アジァ古文献の言語学的/文 献学的研究-ロ シア所蔵未発表文献の解明一J(研 究代表者;庄 垣内

正弘,課 題番号14201053)に よる研究成果の一部である。

1Savitsky(1996[1993]:278)に も指摘 され て い る とお り
,第20コ マ(54葉 目左+56葉 目右)に も経

典 の切 れ 目が あ る。つ ま りXT-67に は3篇 の経 典 が含 まれ て い る。2原 書 は1993年 に出 版 さ れ て い

るが未見。本稿では1996年 台湾での展示用に出版された中国語訳を参照した。
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臼井 聡子

2.1 XT67aの 形 式

 XTL67は 形 式上きわ めて特異で,中 国的特徴 とチベ ッ ト的特徴 を併せ持つ折衷様

式 で制作 されている。

 内 容 は チ ペ ッ ト語 訳 仏 教 経 典 だ が,チ ペ ッ トで 一 般 的 な 貝 葉 本 とは版形 も装 丁

も全 く異 な り,中 国 式 を模 倣 な い し は漢 文 木 版 本 と 同 じ外 枠 を用 い た と思 わ れ

る。 胡 鍛 小 型 木 版 本 で,大 き さ は捌 畳 ん だ 状 態 で 縦127mm喉86㎜ で あ

る。3Vbrobyova―Desyatovskaya(1995:47)は``a Buddhist canonical text, a block-

p血ted copy―book made by a Chinese engraver"と 紹 介 して い る。 本 稿 で は ラベ ル に

,,Taschenbuch"と あ るの に従 い,便 宜 的 に 「袖 珍本 」 と呼 ぶ 。

 各葉 の中央折 り目部分 に柱があ り,漢 数字で葉番号 が書 かれてい る。 これ は,西

夏 の木版 印刷物 にはよ く見 られ る特色であ るという(Savitsky 1996[1993]:278)。

後 の時代 の加筆 と思 われ るが,柱 の漢数字に対応す る漢数字 の葉番号が柱の下,左

右 のページ(半 葉)に それぞれ手書 きされる。その外側 に,さ らに鉛筆書 きと思わ

れ るアラビア数字で対応す る葉番号が書かれている。4

 1葉 は6行 か らなる。各行はチペ ット貝葉本 と同 じ く,葉 の左端 か ら右端 まで続

き,中 央 の柱 を無視 して作 られている。 この点にっいて,Savitsky(ibiの は 「カラ

ホ ト出土 の中国 ・西夏文物の中に,こ のような形式を具えた経典はほか にない。一

般 には,各 葉の半分 だけで,独 立 し整 った経文 を含 んでいる」 と述 べてい る。つま

りこの時代 の中国様式 の印刷物 において一般的だ った半葉 のま とまりを無視 してお

り}こ の点で はチベ ッ トの様式を踏襲 した と考 えられ る。5

 XT67aの 欠 落 部 分 は い ずれ も半葉 単 位 で紙 の 折 り目か ら欠 け て い る。 XT67の

コ マ番号 と本 来 の葉 番 号 は次 の よ うに対店 す る。XT―67(1):2右;(2)13;(3):4;

(4):5;(5):6左 十9右;(6):10;(7)111;(8):12;(9):13左 十23右;(10)1

24;(11):25;(12):26;(13)127左(+34右)。 以 下,特 に断 らな い限 り,言 及

に は後 者 の葉 番 号 を用 い る。括 弧書 きで(3:5)の よ うに示 す 場 合,コ ロ ンの前 が葉

番 号(第3葉),後 が 行 番 号(5行 目)を 表 す。

3Savitsky(1996[ユ993]二278)は 開 いた 状態 で の大 き さ(13×175cm)を 掲 載 して い る
。 4た だ し,

第11コ マ左 葉 の ア ラ ビ ア数 字 「23」は 「25」の誤 りで あ る。 5お そ ら くは,漢 語 ・西 夏語 と異 な り,

チ ペ ッ ト文 語 が 横 書 き の文 字 体 系 を もつ た めだ ろ う。
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ロシア所蔵チベット語袖珍本について(1)

2.2 XT67aの 内容

 XT67aの 残存箇 所 にっいて,対 応す る内容を漢訳仏典 に見いだす こ とが で きた。

それ は,大 正新修大蔵経vol.20 No.1060「 千手千眼観世音菩薩広大円満無磯大悲

心陀展尼経」(以 下,大1060と す る)の 一部である。XT67aに は訳出 されていない

部分 も多 く,節 略版 であ ると考 えられ る。

 チ ベ ッ ト大 蔵 経 に はXT67aと ほ ぼ一 致 す るもの が あ っ た。 チ ペ ッ ト訳 題'phags

pa spyav ras gzigs dbang phyug thugs rje then po'i gzungs phan yon mdor bsdus

pa zhes bya ba,6サ ン ス ク リ ッ ト首 題 物 緬 航ア彫 疏α―n聒一縒ya.avalokitesvara-

dh縒ani anusamsa-sahita-s舩r舩 samgrhit艪ﾅ あ る。 北 京 版7お よび デ ル ゲ版8で の 対

店 箇所 は次 の とお りで あ る。

北京版

デルゲ版

P[8】(380)tsa 39b7-43a69(以 下, P380)

(残 存 部 分 対応箇 所:40a1―b�,40b6-41a�,42b1-6)

 D[6](723)tsa 201b3-204a7(以 下, D723)

(残 存 部 分 対応箇 所1201b4-202a3,202a�鹵5,203b2-204a2)

 この 陀羅尼 経 は他 言 語 に も翻訳 され てい る。ウイ グル語訳 につ いて は庄 垣 内

(2003:189-196)の 硯究 があ る。10また,西 田(20C2:4)に 西夏語訳(TG 329 Na、

619)の 一部 が示 されてい る。

3 XT67aに 用 い られた チベ ッ ト語 につ いて

 先に述べた ように,XT-67の ラベルには12世 紀 末の資料(Ende 12Jh.)と 書かれ

てい るが,そ の根拠 は不明であ る。 ここで,12世 紀末頃 のチベ ッ ト文語 とXT67a

に用い られ る言語 お よび文字の特徴 について概略を述べ る。

 チベ ット文語 は7世 紀初頭 に成立 し,3回 にわた る改訂(麓 定)を 経た とされ る。

その状況 お よび従来 の評価 について は西 田(1987)に 詳 しい。第1次 改訂 は7世 紀

初頭か ら9世 紀初頭 にか けて漸次,第2次 改訂 は9世 紀初頭(814?)に,第3次 改

6東 北 帝 国 大 学法 文 学 部 編(1934)お よび大谷 大 学監 修(1985)の 目録 に用 い られ るDasの 転 写 方 式 で は

Hphagspa spyan-ras-gzigs dbariplsyug thugs-rje ebenpohi gzuris phan-yon urdor-bsduspa zhes-bya-ba.

7 『影 印北 京 版 西 蔵 大 蔵 経 』(東 京 ・京 都:鈴 木 学術 財 団
,1955-b1)を 用 い た 。17世 紀 末 に開 版,18

世 紀 初頭 に復 刻 され た もの(御 牧1987:283-284)。 8The Nyingma Edition of the sDe-dge bKa'一'gyur

and�Tan-'gyur. vol.33(Oa】.riand:Dharma Press,1980>を 参 照 し た 。 i s世 紀 前 半 の 開 版(御 牧1987;

284)。 9塚 本 他(1989:133-4)で は これ が大20No.1061に あ た る と して い るが,大20 No.1061

が 陀羅 尼 部 分 の み を抜 き 出 した版 で あ る の に対 し,,こ の チベ ッ ト語 訳 は それ 以外 の部 分 を も含 め た 節

略 版 に な って い る。 10た だ し,残 存箇 所 は一致 しない 。 この 本 で 言 及 ・同定 され て い る,R�rbom

(1976)所 収 の ウ イ グ ル語 訳 断 片 とは部 分的 に一 致 す る。
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訂 は11世 紀末か ら15世 紀初頭 にかけて漸次 お こなわれた とされ る。中でも重要

で あったのは第2次 改訂で,綴 り字 と仏典訳語についての 「よ り決定的な改定」が

行われた とい う。 この こ とは,第2次 改訂以前 の表記が 「旧綴字」,以 後 の表記が

「新綴字」 と呼 ばれ るこ とにも現れている。以下,第2次 改訂以前 のチベ ット文語

を 「古チベ ッ ト語(OT:Old Tibetan)」,第2次 改訂で定め られ た規範が浸透 してか

らの ものを 「古典チベ ッ ト語(CT:Classical Tibetan)」 と呼ぶ。

 XT67aは,第2次 改訂が行 われて3世 紀近 くを経た12世 紀末の成立 とされてい

る。 ところがVorobyova-Desyatovskaya(1995:46-47)に も指摘 され るように,い

わゆ る 「旧綴字」の特徴 を多 く残 している。 この問題 については,武 内(2002)の 指

摘 が当てはまる と考え られ る。

綴 り字 については,第2次 改訂で否定された はずの古チベ ッ ト語文献特有の古綴 り

字(e.g. myi-,再 添 後字 一d)は,そ れ以降 も引 き続いて多 くの文献で使われ,[… …コ

11世 紀 まで至 る。[… …]第2次 改訂が古典チベ ット語の成立 を即 もたらしたので は

な い。第2次 改訂 の理念で あった正書法改革は,11世 紀 以降,[… …コいわゆる第3

次 改定(tikas bead gsum-pa)に お いてようや く実現 したのであ る。(武 内2002:113-2

[注49])

 この よ うな状況 か ら,現 段 階では12世 紀 のチベ ッ ト文語が どの ような もので

あったか正確に知 ることはで きない。 よって,本 稿 ではXT67aの 成立年代 につい

ては考察 を行わず,古 典チベ ット語お よび古チベ ット語 と対比 した言語上の特徴の

みを考察の対象 とする。

 時代差のほかに地域差が現れている可能性 もある。XT-67は カ ラホ ト(現 在 の内

蒙 古 自治区額済納旗付近)出 土 として整理 されて いる。 しか し現在 この地域 におい

てチベ ッ・ト語 は話 され てお らず,現 代 のどの方言 と比較す るのが適当であるか判断

す ることは難 しい。本稿では必要に応 じてラブラン方言 と中央方言の現代 口語形式

を挙 げ る。前者 はアム ド方言 群 に属 し,比 較的出土地 に近 い地域 で話 されてい る。

後者 はその分布地域 が当時以来のチペ ットの中心地である。

3.1 古チベ ット語的特徴11

 XT67aに 用 い られているチベ ッ ト語を古典チベ ッ ト語テキス ト(P380/D723)と

対比す ると,以 下 のよ うな相違点が見 られる。特 に断 らない限 り,第2次 改定以前

の特徴 を残 してい るものである。ただ し後述するように時代差だ けでは説明のつか

11古 チ ベ ッ ト語 資料 として は
,Takeuchi(1995)な どを用 い た。
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ロシア所蔵チベット語袖珍本について(1)

ない特徴 も見 られる。なお,XTはXT67a, CTは 古典チベ ッ ト語, OTは 古チベ ッ

ト語を示す。

(1)母 音 記号1(反 転 字)が 固有語 に用 い られ る。古典 チベ ット語においては,反

転字1は サ ンス クリッ トの成節流音r,1を 表記する場合に しか用 い られ ない。 さら

にXTに お ける反転字1と 通常 の母音字 ∫の分布 を対比す る と明 らかな偏 りが あ

り,区 別 されて いる と考 え られ る。1が 現れ る34例 の うち,2例12を 除いて以下

の(i,ii)い ずれ かにあてはまる。

(1)近 称 の指 示 詞'dl:CTに お い ては'di。

XTに おいて この語はすべ て'dlと 綴 られ てお り,'diと い う形式 は現 れな

い。 これ に対 して,例 えば,話 題標識niがnlの ように反転字 を用 いて綴 ら

れ ることは,XTに おいてはない。

(ii)母 音 で 終 わ る語 に後続 す る属 格標 識 。

  (a)'dod pa'I     dus 「欲 す る時 」(CT='dod pa'i tslze)

  欲 す る 【現 在1-【名 接.属 格】 時

(b)thugs rje then po 'i S2YYIS 「大 悲 心 」(CT:thugs rje then po'i seins)

  悲心   大 きい  嘱 格}心

(cf.)'dod PI     mye(27:6) 「欲 望 の火 」

  欲 する (pa'旺名接.属 格])火

 (11)の場合 はさ らに'〃一'1の使い分 けが見 られ,上 記(b)の ように独立 した音節13

として表記 され る ときはDｿと 綴 られ,14上 記(a)の ように音節が融合す る ときのみ

ノ∬が用い られ る。 この ように音節区切 りがな くV/1と 綴 られ るのは,い ずれ も母

音Qに 属格標識が後続す る場合である。15

 西田(1987:124)は ゴと1が 音価の違 いを反映す るとしてい る。 すなわち,藜i]

VS.∬田 とい う対立が古い時代 にあった という。音価 についてXTの 例か ら推測 す

ることは難 しいが,(11)の 例 においては,α と融合す る途上の母音を1に よって表示

していた可能性が高い。現代チベ ット語において は,母 音終わ りの語に属格標識が

接続 した形式 一V'痰ﾌ 母 音は融合 してお り,-a'iは 中央方言 においては トε:],ラブラ

ン方言 において は[-i1と 発音 される。16(C£)の形式 は古 チベ ッ ト語 に も古典チベ ッ

12,chl ba'l dus kyi tshe phyogs bcu'1 .―.(10:4)「死 ぬ とき の命 は,十 方 の … …」'ch7はCTで は'chi「 死

ぬ[現 在!未 来 】」 に対 応 す る。 後 者 の 一,rは ㈹ と同様 属格 標識 だが,母 音 一α以外 に後 続 す る唯 一 の例 で

あ る。 13音 節 の 区切 りが あ る場 合,そ の位 置 に ツ ェ ク(音 節 区切 り点)が 記 され る。 転 写 で は半 角 ス

ペ ー ス で表 す。 14こ の 原 則 に反 す るの は1例 のみlgsod pa'i tshe(殺 す[現 在1・ 【名接 、属 格】・時)

「殺 す 時J 15こ こに 当 て は ま る例 でXTに 現 れ る の は,す べ て名 詞 接 尾 辞 ρα/肱 で 終 わ る語で あ る。

16ラ ブ ラ ン 方 言 の 発 音 はGesang-Jumian and Gesang-Yﾘﾁ」'rng(2002:253)に よ る
。

一171一



白井 聡子

ト語 にも見 られ ない形式で,ラ ブラン方言 に近 い ように見 える。例 は少ないが,17

アム ド方言群 に属する口語の影響を受 けている可能性 も考 えられ る。18

(2)母 音終 わ りの名詞 に後続す る属格標識iが 独立 した音節 として現れ うる。CT

においては,通 常 は直前 の末 尾音節 に融合 して 一V'iと綴 られ る。韻文 において1

音節 を形成す る必要があ る場合 は,か わ りにyiと い う独立形 式が用い られ る。前

項(1-ii)参 照。

(3)口 蓋化両唇鼻音my一 が残存 している。 例1〃2yθ4(XT)vs. med(CT)「 無 い」;

myig(XT)vs. mig(CT)「 眼」;myi(XT)vs. mi(CT)[否 定辞]

(4)接 語の同化が不完全であ る。

(i)tu/du(於 格): rtse gcig du「 専 念 して」,_dag du「 ～[複 数]に 」(CT:_g,

 -bに 後 続 す る とtu19)

(ii)cing/zhing(単 純 接 続):'don ting/'don zhing「 諦 して」(両 形 式が 併存), gsal

  ting「 現 れ て」(CT:-n,-」 の後 はzhing)

(111)'agn(疑 問 ・選択):dge slong'a〃Z dge slong ma「 比 丘 あ るい は比丘尼 」

            比丘   か   比丘尼

(CT:直 前 の音節が末子音を持つ場合,そ の末子音 が'arnの 初頭にコピーさ

れ る。 この例ではngamと なる。)

(5)数 箇所 に,用 い られ る語彙の違 いが見 られた。時代差を反映 する と考 えられ る

もののみ示す。

(i)rjes su yid rang(4:2) 「歓 喜 す る」(CT:rjes su yi rang)

(11)α で は接続 詞nas,pasが 用 い られ る箇 所 で,接 続 詞naが 現 れ る。

a. rims nad bsal       na tshe ni   ring bar     'gyur//(26:5)

 疫病    取 り除く[過去】【na]寿 命 [話題]長 い一[名接.於 格]変 わる

「疫病 を克 服 して
,寿 命 は長 くな る 」(CT[P/D):YLQS「 ～(し て)か ら」)

b. [mchiZ]ma lan gsum byugs   na skrangs[pa zhi//](27:2)

 唾 回 三 塗る[過去H㎎]腫 れ 治まる

「唾 を三 回塗 っ て
,腫 れ は治 ま る」(CT[P/D]:pas「 ～ す る こ とに よ って」)

上 記(i)で は,XTのyid「 心 」が, CT(PID)で はyiと い う形 式 に対 応 す る。 Tjes

17byad stem dug〃ii khyim(25:3)「 呪 誼 お よ び毒 で繊 れ た家 」 も同様 の例 と考 え られ る
。 miはcrで は

ma'iに 対 応 す る。 16た だ しこの 点 につ いて は な お検 討 が 必要 で あ る。 ラ ブ ラ ン方 言 を は じ め とす る

現 代 アム ド方 言群 の多 くに おい て,文 語 の音 節末 母 音 一∫に対応 す る発 音 は[-a]と な っ て お り,必 ず し も

一ゴ ∫【―i}にお い て 同 じ表 記が な され る根 拠 はな い 。 19音 節 末閉 鎖 音 が無 声 化 した た め。
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su yi rangは"to rejoice, to enjoy"を 意 味す る連語 で あ る(J舖chke 1881:182)。 こ こ

に含 まれ るyiと い う形 式 にっ い て は, J舖chke(1881:508)に"in some combination

instead of yid"と あ る。 こ こで のXTとCTの 違 い は,古 くはyidが 用 い られ て い

た 慣用 句 で後 にyiが 定 着 した こ とを反 映 して い るの で はな い か と考 え られ る。

 (ii)においてXTに 用い られる形式 「[動詞過去形ユ+η α」を古典チペ ッ ト語的 に

訳せば 「～ したな らば」 とい う条件節にな り,文 脈 に合わ ない。動詞 と接続詞na

の間 に名詞化接辞pa/baが あれぼ,古 典 チベ ッ ト語 として も時 を表す節 「～ した

とき」 とな り,文 脈 に合 う解釈が可能 とな る。 これついては,山 口(1998:401)に

「敦煙文献や 古代碑 文の場合 ,『 時』を表す場合 も接尾辞 を置か ないで,条 件 を示す

場合 と全 く同様 に δ1'[ηα」を従えた」 と記述 されて いる。 この箇所 は偶頒 であ り,

音節数 の制限が ある。つま り,OTお よびXTに おいては この音節数で表現で きて

いた時 を示す節が,P/Dす なわちCTの 時代にはpa/baと い う音 節を挿入 しなけれ

ば形成 できな くなったため,音 節数を変 えず,か つ,よ り文脈 に合 う接続詞であ る

nas, pasに 変更 され たのではないか と考 えられ る。

 こ の ほ か,mams(XT 4:6)「[複 数1」VS. thaws cad(CT)「 す べ て」,bgregs(XT

23:2,25:6)V3. bgegs(CT)「 邪 魔 」 な どい くつ かの 語彙 の相 違 が 見 られ たが,今 の

ところ 古 チベ ッ ト語 的特 徴 を反 映 して い るか どうか は不 明で あ る。

(6)一 部 に動詞活用様式 の違いが見 られ る。

(i)cT:byed「 す る[現 在1」vs. XT(3=3):byo(cTな ら未 来 形)

(11)CT:'don「 唱 え る[現 在1」vs. XT(4:6):gdon(CTな ら未 来形)

(iii)CT:tisal「 取 り除 く,浄 め る1過 去1」vs. XT:gsal(10:2>

 チベ ッ ト文語 の他動詞 語幹 には現在 ・過去 ・未来 ・命令の4形 式が あ る。西 田

(1957:41―44)に よれ ば9こ の活用様式が7世 紀の文法記述 と古典期 の規範 とで異

なっていた。上記 の動詞形式の違いは,こ の活用様式 の変遷 を反 映 して いる可能性

が ある。(i)のbyedは 語根byaに 接尾辞*一εdを付加す るこ とによ り形成 されて い

るが,7世 紀 にはこの現在形の接尾辞 はなかった とい う。 よってXTに 現れ る形式

byaは,現 在形で あった可能性 もある。20(ii)'don/gdonは いずれ も語根donに 接頭

辞が付加 された形式 で,古 典期 には'一は現在形 に,S-Id― は未来形 に用い られ た。

しか し7世 紀 には現在形 の接頭辞が*g-Id一 で あり,未 来形 の接頭辞 はなかった と

い う。 よって,XTのgdonも 現在形で あるか もしれない。(iii)bral(現 在形:sel;

語根:sal2 i)に は, gsalと い う活用形 はない。 しか し,現 在形 に接頭辞*g-/d一 が

20未 来形 と も考 え られ る。7世 紀 の現 在 形 に は 一貫 して接 頭辞*8-/d一 が 付加 され た と考 え られて い る

の に対 し,こ の形 式 には接 頭 辞 が な い。 21*sal-ed>5θ1[現 在}と 考 え られ る。

一173一



白井 聡子

用 い られ,接 尾辞*.sdが 付加 され なかった時代 であれば,現 在形 として用 いられ

ていた可能性があ る。

 ただ し,以 上の ような古典チペ ッ ト語 と異なる動詞活用形 はXTに おいて散発 的

に しか現れ ない。た とえば(i)byaが 現れ る直前 の行 に,古 典チベ ッ ト語 の現在形

と同 じbyedが 現れ る。 byedは,西 田(ibid.)の 想定す る7世 紀 の活用様式 には存

在 しなか った形式であ る。以上 のこ とか ら,XTは 動詞 活用様式 にっいて概ね古典

期 の規範 に従 っているものの,い まだ過渡期 にあ り,一 部で混 同が見 られる と考 え

てお く。

(7)字 形 の違 い:sp-(XT:醐 暫;CT:魁 り;旗 の 付 い た'a(XT:砥.;CT二 ④)

(8)句 読点法の違 い:(第4.1節 参照)

3.2 古典 チベ ッ ト語的特徴

 XT67aは,前 節 で挙 げた以外のほ とん どの点 において,第2次 改定で定 め られ

た古典チベ ッ ト語 の規範 に従 ってい る。古チペ ット語 に特徴的 な音節末子音連続 に

おけ る 一d(―VCの はすで に消失 してお り,一 例 も見 られ ない(phyind[O"「]:phyin

[XT/CT]「 行 く[過 却 」)。古チベッ ト期 は音節初頭主子音の有声性 ・帯気性 に揺れ

があった ことも知 られているが,こ の現象 も現れない(tang～clung[OT]:chang

【XTICT】 「酒」)。用い られる語彙 もほ とん ど古典期の訳 と同じである。

3.3 XT67aの 言語 的特徴

 前節 まで に挙 げて きた特徴か ら,XT67aは,古 チペ ッ ト語か ら古典チペ ッ ト語

への過漢期,す なわち,第2次 改定 における規範が定め られてか らそれが浸透する

までの時期 に成立 した ものである と言 える。 ほとん どの語彙が古典チベ ッ ト語 の仏

典 と共通 してい ることか ら,仏 典訳語については第2次 改定の規範 に従ってい ると

思われ る。 それに対 し,綴 り字 は部分的に しか規範 に従 ってお らず,-VCdは 消失

してい るのにmy一 は残存 してい るな ど,移 行のあ り方 を示す もの として興味深 い。

さらに,古 チベ ッ ト語の ものでも古典 チベ ット語の もので もない特徴が一部に観察

され る。 これについて は当時の口語が影響 してい る可能性 もあるだろ う。
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4 チベ ッ ト文転写テキス トと訳注

4.1 転写法 について

 チベ ッ ト文 のmマ 字転写 は基本的 に拡張ワイ リー方式(Fukuda 1997)で お こな

う。ただ し,一 般に用 い られ る転写法はいずれも古典 チベ ッ ト語 の規範 を前提 とし

て いるため,古 チベ ッ ト語 の特徴 を残 すXT67aの テキス トを転写 す るには適切 で

はない部分が あ る。 そ こで,本 稿 の転写 は便宜的に以下の点で 拡張 ワイ リー方式

を逸脱 した方法を とる。

●古典チベ ッ ト語 の正書法で は,読 点に当たるチクシェー"/"(ll一 垂線)の

書 き方 について・音節末の 一9の後で は省略 し(r)-ngの あ とで はツェク

ぐ 二音節区切 り点)と 重ねて書 く(貫朝1)とい うの.」,jt慣例 になつてい る。転写

の際 に は これ ら はい ず れ もチ クシ ェー を伴 う形 と展釈 され,そ れ ぞ れ"-g/".

"-ng/"と 転 写 され る。 と ころが, XT67aに お い て は こ の慣 例 が あ て は ま ら

ず_gの あ とで もチクシェーが書かれた り(『122),任 意の文字 のあ とでツェ

ク と重ねて書 かれた りす る(例:-rの あ と:夙'p。 そ こで,以 下の転写で は

" _gﾟ,9は 実 際 に チ ク シ ェー が書 か れて い るこ とを表 し,<_ng./", r./"の よ う

に末子 音 とス ラ ッシ ュの間 に ドッ トを入 れ る こ とで チ クシ ェー の 前 に ツ ェ ク

が重ねて書 かれていること臓 す・ニシェーql:二 垂線)・ シシェー

cll II:四 垂線)に つ いても同様である・なお・ 北京脚 デルゲ版 を転写

す る際 は垂線 の前 の点を表示す るドットを使用せず,一 般的 な拡 張ワイ リー

方式に従 う。

● テ キス ト中 に 「―一」 ない し 「一」 と表 示 した の は,中 央 の柱 で あ る。23

また,各 行頭の括弧内は,本 来の葉番号および行番号を示す。

4.2 XT67aテ キ ス ト

(2:1)[

(2:2)

]-spyarv ras gzigs ilbang phyug gi

]-grangs myed dpag du myed pa'1

22こ の形 式 は古 典 チ ベ ッ ト語 に お い て は 一gの あ とに チ ク シェー よ りも大 きな 区 切 りを表 す ニ シェ ー が

あ る こ とを表 す た め,"-g〃"と 転 写 され る。 これ に対 し,XT67aに お い て は 一gの あ とにニ シ ェ ーが そ の

まま書かれる形式(¶ i>が 見られる・23チ ベ・儲 の鰐 で腋 舗 の翻 の圓 ・音節間を
r-」 で 繋 ぐ場 合 が あ るが ,本 稿 で は この よ うな ハ イ フ ンの使 用 は しな い。 また,拡 張 ワイ リ ー方式 で

はg-y...と い う転 写 の際 にハ イ フン を用 い るが(ワ イ リー方式 のg.酔..に 対応),使 用 個 所 が 異 な るた め,

柱 を表 示 す るハ イ フ ン と紛 らわ し くな る こ とは な い。
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(2:3) [] - tshe 'phags pa spyan ras gzigs 

(2:4) [] - nas thal mo sbyar zhing/ bcom 

(2:5) [] - gsol to// nga la 'dl lta bu 

(2:6) [] - chen po zhes zer/ sems 

(3:1) can kun kyis myi dge ba'I sdig pa - - shin du lci ba'I sgrib pa./ bdud 

(3:2) dang sgrib pa 'jigs pa thams cad - - zhi bar byed pa 'dod pa thams cad 

(3:3) tshim bar bya ba'I phyir./ ngas - - bshad do// // bcom 

(3:4) ldan 'das la bshad pa'I - - gnang ba zhus nas/ de 

(3:5) nas bcom ldan 'das kyis/ - - rigs kyi bu khyod kyis thugs 

(3:6) rje chen po 'i sgo nas gzungs - - bshad bar 'dod pa'I dus la 

(4:1) bab bo// myur bar bshad du - - gsol./ nga dang sangs rgyas 

(4:2) thams cad kyis kyang rjes su yid - - rang ngo// byang chub sems dpa' 

(4:3) 'phags pa spyan ras gzigs - - kyi dbang phyug./ bcom ldan 

(4:4) 'das la 'dI skad ces gsol - - to// gal to dge slong 'am dge 

(4:5) slong ma/ dge bsnyen 'am dge - - bsnyen ma/ khye'u 'am bu mo 

(4:6) gdon ba dang/ 'chang bar 'dod - - pa/ sems can rnams kyi ched 

(5:1) du thugs rje chen po 'i sgo nas/ - - thog mar 'dI lta bu sems bskyed 

(5:2) par bya'o// //spyan ras gzigs - - dbang thugs rje che la phyag 'tshal 

(5:3) to// bdag gis chos rnams - - thams cad myur du rtogs par shog 

(5:4) spyan ras gzigs dbang thugs - - rje che la phyag 'tshal to// 

(5:5) bdag gis ye shes myig ni myur - - du thob par shog// spyan ras 

(5:6) gzigs dbang thugs rje che la - - phyag 'tshal lo// bdag gis

(6:1) sems can thams cad myur du - [ 

(6:2) gzigs dbang thugs rje che la - [ 

(6:3) thams mkhas pa dag myur du thob - [ 

(6:4) dbang phyug thugs rje che la phyag - [ 

(6:5) shes rab gru yis sgrol bar - [ 

(6:6) dbang thugs rje che la phyag 'tshal - [

(9:1) [ 

(9:2) [ 

(9:3) [ 

(9:4) [ 

(9:5) [

] - ngan sems rang nyid dul bar 

] - phyin nas// rang nyid shes  

] - btab nas/ sems rtse gcig du 

] - rjes su dran bar bgyi 'o// 

] - de bzhin gshegs pa 'od dpag

] 

] 

] 

]

      nas// rang nyid shes ab che
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(9:6) [] - gzungs Ian gcig gam lan 

(10:1) bdun gyi bar du bton na/ skal - - ba 'bum phrag brgya stong snyed du./ 

(10:2) 'khor bar 'gyur ba'I kha na mtho - - ba'I lci ba rnams gsal cing 

(10:3) 'byang bar 'gyur lags so/ - - / gal te thugs rje chen po 'dl 

(10:4) 'don cing 'chang na/ 'chI ba'I - - dus kyi tshe phyogs bcu'I de 

(10:5) bzhin gshegs pa rnams der - - gshegs nas phyag rkyong bar 

(10:6) 'gyur bas/ bsams pa - - bzhin du sangs rgyas kyi zhing 

(11:1) gang dang gang du skye bar 'gyur lags - - so// bcom ldan 'das la yang 

(11:2) 'dI skad ces gsol to.// bcom - - ldan 'das sems can gang la 

(11:3) la zhig thugs rje chen po 'i rigs - - sngags 'dr 'don cing yongs su 

(11:4) 'dzin pa dag./ gal te ngan 'gro - - gsum po dag du Rung bar gyur 

(11:5) na./ bdag nam yang mngon bar - - rdzogs par sangs rgyas par myi 

(11:6) bgyi 'o// thugs rje chen po 'i - rigs sngags 'dI 'don cing 

(12:1) yong su 'dzin pa dag./ gal te - - ting nge 'dzin dag spobs pa tshad 

(12:2) myed pa snyed thob par ma gyur na/ - - bdag nam yang mngon bar rdzogs 

(12:3) par 'tshang rgya bar myi bgyi 'o/ - - / thugs rje chen po 'i rigs sngags 

(12:4) 'dl 'don cin yongs su 'dzin pa - - dag(/ gal te tshe 'dI nyid la/ 

(12:5) smon pa thams cad ji ltar smon pa - - bzhin du grub par ma gyur na/ 

(12:6) thugs rje chen po 'i sems kyi - - gzungs zhes myi bgyid lags 

(13:1) ste/ myi dge ba rnams dang./ sems - [] 

(13:2) gtogs lags so// bud myed gang - [] 

(13:3) su skyo nas skyes pa'I lus thob - [] 

(13:4) thugs rje chen po 'i sems kyis - [] 

(13:5) yongs su gzung bas/ gal te - [] 

(13:6) gyur te/ skyes pa'I lus thob par - []

(23:1) [] - gzungs 'dI 'don zhing yongs su 

(23:2) [] - pa dang bgregs yongs su bsal 

(23:3) [] - su bcad pa 'dI dag smras so.// // 

(23:4) [] - ba las// stag dang spyang ki 

(23:5) [] - pa sbrul dang 'the srin 'phrad 

(23:6) [] - pa thos nas gnod myi nus// 

(24:1) gang zhig chu bo rgya mtsho zhugs pa - - las// gdug pa'I klu dang chu srin 

(24:2) ma rungs dang// gnod sbyin srin - - po nya dang ru sbal dag// gzungs
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(24:3)'dl thos nas so sor byer bar-一'gyur.//gang zhig g.yul sprad

(24:4)dgra yis tiskor ba'am//chom--rkun ma rungs nor ni'phrog pa'1

(24:5)tshe//rtse gc刕 thugs rje chen po--gzungs bzlas naJ/de dag rtse

(24:6)sems bskyed nas Idog par'gyur-一//gang zhig rgyal po gyod la thogs

(25:1)pa dang//Icags sgrog khong sgril--btson rar chud pa'Itshe/J rtse gcig

(25:2)thugs rje chen po gzungs bzlas--na//rgyal po bitse Sems ky﨎 ni

(25:3)gtong bar'gyur//gang zhig byad--stem dug mi khyim zhugs te//

(25:4)zas skom dug can gis ni gsod--pa'i tshe//rtse gcig thugs rje

(25:5)chen po gzungs.bzlas na//dug--ni zas skom zil dngar nyid du

(25:6)'gyur//bud myed sbrum ma bu ni--btsa'ba'I tshe//bdud kyis bgregs

(26:1)byas sdug bsngal myiﾘzod tshe//rtse--gcig thugs rje chen po gzungs

(26:2)bilas Ha//'dre gdon byer nas--bde bar btsa'bar'gyur//klu

(26:3)gdon gtum pos gdug pa'I dbugs--titang bas//tsha ba'I nad ky﨎 vyen

(26:4)nas'chir nye tshe//rtse gcig--thugs rje then po gzungs bzlas

(26:5)na//rims nad bsal na tshe ni--ring bar'gyur//klu gdon rgyu

(26:6)bas gtses te skrangs pa dang//shu-一'bras myi bzad rnag khrag'dzag

(27:1)pa'I tshe//rtse gcig thugs rje-[                          ]

(27:2)ma lan glum byugs na skrangs-[               ]

(27:3)bskyod pas nﾘ/bygd stem sngags-[                     J

(27:4)gcigthugs rje chen po gzungs-[                         ]

(27:5)gdon de myi la'dud/I sdig-[                  ]

(27:6)pa'I tshe/'dod pl mye inched seins-[             ]

4.3 翻訳 と注

 [1)XT67aを も とに, P380お よ びD723に よ って 補 った テ キ・ス ト,

[3]注(あ れ ば),【4]対 応 す る漢文(大1060)の 順 に示 す。

[2」日本語訳,

●[3]の 注記 はXT67aの 特徴に関わ るものにつ いて,言 語学的観点か ら行 う。

注 を表示 す る記 号 として,†,‡,§,¶ を用 い る。P380/D723と の 相 違 を示 す の

み の注 は,脚 注 に まわ す。

●脚注 の表記 は次の とお り。角括弧 内の斜体文字 【ital.]はP380/D723に あっ

 てXT67aに ない文字列,丸 括弧内のローマ ン体文字(ro肌)はXT67 aに あつ

 てP380/D723に ない文字列であること・を表す。 また,脚 注 内文字列の左肩
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ロシア所蔵チベット語袖珍本について(1)

に付 した*はP380/D723に おける古典チペ ッ ト語 の規範等 に合わない綴 り

字 を示す。

●上付 き括弧 はXT67aの 葉 および行番号を表す。

●XT67aの 欠落部分 は, XT67aの 解釈 に必要 な範囲で, P380に よってf蚯al.]

の ように角括弧で括 った斜体字で補い,さ らにD723と 異なる部分 を脚注 に

示 した。

●欠落部分 をP380/D723に よって補って訳 した場合, XT67aの 欠落部 におお

 よそ相当す る訳文 を[]で 括 った。

●漢文 にはあ るがチベ ット文では全 く訳出されていない部分につ いては,漢 文

 を省略 した。

OPはP380,DはD723,XTはXT67aを 表 す。

～(2 .2)

[_(P380:rgyud.tsa.3968;D723:6.tsa.201b4)'phags pa spyav. ras gzigs dbang

phyug thugs rje then po la phyag'chal lo/f'di skad tidag g蚶 thos pa dus gc虍 na/

bcom ldan'das ri bo po taza～ α](2;正)spyav ras gzigs dbang phyug gi[goas na byang

chub same dpa'](2:2)granfis myed25 dilag du26 myed pa'127じkhor By蚶 tiskar nas/1

「[大 悲 聖 観 世 音 自 在 菩 薩 に 礼 拝 い た し ま す
。 以 下 の よ う な 話 を 私 が 聞 い た あ る と

き,世 尊 は 普 陀 落 山 の コ 観 世 音 自 在 菩 薩 の[処 で]無 数 無 量 の[菩 薩 の 春 族 に 囲 ま

れ て お り,]」

(106a1-2)如 是我聞。一時釈迦牟尼佛。在補陀落迦 山観世音宮殿宝荘厳道場

中。……(106a5)与 無央数菩薩摩詞薩倶。

(2.2)～(2.5)

[de'i](2=3)tshe'phags pa spyan ras gzigs[dbang phyug SZCd121as langs】(2:4}nas tha夏mo

sbyar thing/bcom[ldan'das la'di skad ces】(2:5)gsal to〃nga la'dl281ta bu【,i(†)

gzungs y・d ming ni thugs rje](2=6)then p・zhes zer/

「[そ の]時
,聖 観 世 音[自 在 は,座 を 立 ち]合 掌 し て,[世 専 に 次 の よ う に]申 し 上

げ た 。 『私 に は 次 の よ う な[陀 羅 尼 が あ り,名 は]大[悲 心(陀 羅 尼)コ と 言 い

ま す 。』」

†P/D:bu'i:XTで は'Lが 独 立 した音節 として現れ うるため
,5行 目末のbuか ら切 り

離 されて,欠 落部であ る6行 目初頭にあった と考 え られ る。

24D:ta 25 PID:med 26 PID:tu 27 Pのl medpa'� 28 P
./D:鴇

一179一



白井 聡子

(106b18-20)爾 時観世音菩薩従座而起整理衣服向佛合掌。白佛言世尊。我有

大悲心陀羅尼呪今当欲説。

sems(3:1)can kun kyis29 myi30 dge ba'131 sdig pa shin du321ci ba'133 sgrib pa./34 bdud

(3・2)dang sgrib pa35'jigs pa thams cad zhi bar byed pa'd� pa3�hams cad 37(3:3)tshim

bar38 bya ba'139 phy叝./40 ngas bshad do/〃/41 bcom(3:4)ldan'das la bshad pa'Iaz

gnang ba zhus nas/as

「『す べ て の 有 情 が ,不 善 な る 罪 悪,極 め て 重 い 障 害,魔 と障 碍 を 恐 れ る こ と の す べ

て を 消 滅 さ せ る こ と を 欲 し て い る の を,す べ て 満 足 さ せ る た め に,私 は 述 べ ま す 。』

(と 言 っ て)世 専 に 述 べ る 許 可 を 求 め る と,」

(106b20)為 諸衆生……(106b21-2)滅 除一切悪業 重罪故。離障難故。……

(106b23-4)遠 離一切諸怖畏故。……(106b25)惟 願 世尊慈哀聴許。

de(3:5)nas bcom ldan'das kyisノﾘrigs kyi bu khyod kyis thugs(3:6)rゴe chen po'i45 sgo

nas gzungs46 bshad bar'dod pa'147 dus la(4:1)bab bo〃myur bar bshad du gsol./姻nga

dang sangs rgyas(4=2)thams cad kyis kyang rjes su yid49 rang(†)ngo〃

「す る と 世 尊 は 『善 男 子 よ
,汝 が 大 悲 心 に よ っ て 陀 展 尼 を 言 わ ん と欲 す る と き に

な っ た 。 す ぐ に 言 っ て く だ さ い 。 私 と す べ て の 仏 も ま た 歓 喜 す る 』(と 言 わ れ た)」

†rjes su yid rang XT67aのyid「 心 」 がPl Dい ず れ もyiと な っ て い る 。 慣 用 句 の

形 式 の 推 移 を 示 す 例 と考 え られ る。 第3.!節(5-i)参 照 。

(106b5―7)仏 言善男子。汝大慈悲安楽衆生欲言神呪。今 正是時宜応速説。如

来随喜諸仏亦然。

   」、i

byang chub sems dpa'(4:3)'phags pa spyav ras gzigs kyi50 ilbang phyug./51 bcom ldan

(4:4)'das la'dl52 skad ces gsol to〃53 gal te54 dge slong'am55 dge(4:5)slong ma56/ .dge

bsnyen'am57 dge bsnyen ma58/khye'u'am59 bu mo60(4:6)gdon ba61 dang/62'chang

bar'dod pa/63 sems can rnams(辮(1)kyi ched(5:1)du thugs rje chen po,i65 sgo nas/66

thog maポdl67藍ta bu68 sems bskyed(5=2)par bya'0/〃/69

29PID:SYI 30 P/D:mi 31 PIDl ba" 32 P/D:tu 33 P/D:わ α'∫ 34 PID:(/) 35 D:(sgrib pa)

36P二*加  37 PID:[rab tu] 38 P/D:par 39 PID:byedpa'` 40 PID:の  41 PID:(〃) 42 PID:pa"

43P:の  44 P/D:(!) 45 P/Dlρo'` 46 P:*bzungs 47 P/D:pa'i 48 P:〃 49 PID:yε 50 PID:

(kyi) 51 P〆D:[gis】(ノ) 52 P!D:'di 53 D:(//) 54 P:*ra 55 P!D:ngam/ 56 P/D:['am] 57 PID:

nam/ 58 PID=['研z】 59 D:[/] 60 D:bu mos 61 Pπ):.. ., 62 D:(/) 63 P/D:pasの 64 P/D:

tliams cﾘ  65 P/D:po'i 66 P/D:(1) 67 rn)1'di 68 P:[yi】;D:加'` 69 P/D:(〃)
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ロシア所蔵チベット語袖珍本について(1)

「聖観 自在菩薩 は世尊 に次のように申し上 げた。『もし比丘や比丘尼,優 娑塞や優婆

夷,童 男童女が唱えて保持 したい と欲す るなら,そ の者 は,諸 々の衆生のために大

悲心か ら発 して,最 初 に次のように発心す るべ きである。』」

†sews can rnams「 諸 々の衆 生」:PIDで は複数 を表す接尾辞rη α7郷のか わ りに

が雄'π∫c磁 「すべて」が用い られてお り,「 あらゆる衆生」の意味 にな る。今の とこ

ろ,意 味の変遷に伴 う相違で あるか どうか は不明。

(106c14-16)若 有比丘比丘尼優i娑塞優婆夷童男童女欲諦持者。於諸衆生起慈

悲心。先当従我発如是願

(†)spyar ras gzigs dbang(‡)70 thugs rje che(§)711a phyag ishal(5:3)lo〃bdag gis chos

rnams thams cad myur du rtogs par shog 72(5:4)spyan ras gzigs dbang thugs.rje che la

phyag'tshal lo〃(5:5)bilag gis ye skes myig73 ni myur du thob par spog//spyan ras

(5言6)gzigs ilbang thugs rje che la phyag'ts6al lo〃tidag gis(6:1)sems can thams cad

myur du[sgrol bar°spog//spyan ras](6:2)gzigs dbang thugs rje che la[ρhyα9 tshal do//

tidag gisi(6:3)thabs mk血as pa dag nlyur du thobゆor∫ 加8〃 増 ッ僻 雌38之'85」(6:4)dbang

phyug thugs rje che la phyag['tshal da/I bdczg ni myur du]cha>shes rab gru yis sgrol

bar[shog//spyan ras gz虍s](6:6)dbang thugs rje the la phyag'tshal[1・//bdag ni myur

du sdug bsdal mtsho las'da'bar skog//(P3$0:40b 1;D723:6.tsa.202a3)...]

「?L6大 悲 観 自 在 菩 薩 に 礼 拝 い た し ま す/私 が あ ら ゆ る 諸 法 を す ぐ に 理 解 で き ま す よ

う に 。/大 悲 観 自 在 菩 薩 に 礼 拝 い た し ま す/私 が 智 慧 の 眼 を す ぐ に 得 ら れ ま す よ う

に 。/大 悲 観 自 在 菩 薩 に 礼 拝 い た し ま す/私 が 全 て の 衆 生 を す ぐ に 〔済 度 で き ま す

よ う に 。/]大 悲 観 世 音 菩 薩 に[礼 拝 い た し ま す/私 が]諸 々 の 善 功 方 便 を す ぐ に

得[ら れ ま す よ う に 。/]大 悲 観 世 音 菩 薩 に 礼 拝 い た し ま す/[私 が す ぐ に コ 智 慧

の 船 に よ っ て 救 わ れ ま す よ う に 。/[大 悲 観 世 音 菩 薩]に 礼 拝 い た し ま す

/… …"』 」

†ここか らの部分 では偶頒が示され る。XT67aで は一区切 り11音 節 の韻文になって

いる。最初 の一区切 りの部分がXT67aとP, Dで 異 なってい るが,音 節数 を重視す る

な らXT67aの 方 が形式が整 ってい ると言 える。音節数の調整のためにXT67aで は

spyan ras gzigs dbang phyug「 観 世音自在」のPhYuBが 省 略され るが, P, Dで は初回

だけ残 ってい る(‡)。 また,che「 大 きい」がDで は同義で2音 節 のthen poに な っ

てい るた めに,音 節i数が合わない(§)。

70PID:[phyug] nD:Chen po 72 P/D:[〃1 73 PID:ηz喀
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(106c20-22)南 無大悲観世音 願我速知一切法/南 無大悲観世音 展我早

得智慧眼/南 無大悲観世音 願我速度一切衆/南 無大悲観世音 願我早得

善方便/南 無大悲観世音 願我速乗般若船/南 無大悲観世音

(寸)[_(P380:40b4;D723:6.tsa.202a6)tidag ni lha min gnas song na//)(9:1)ngan

sews rang nyid dul bar[shog/I bdag ni dud'gro gnas](9:2)phyill nas〃74rang nyid shes

rab che[thob shog//de skad du smon lam](9:3)btab nas/75 sems rtse geig du76【 わ4α8

gi ming nas'don ting](9:4)rjes su dran bar77 bgyi'o〃

「『"… …[私 が 修羅 道 に行 っ た とした ら/コ 悪 い心 が 自ず と温 和 にな ります よ うに
。

/私 が 畜生 道 に行 って か ら(P/17:行 っ た とした ら)/自 ず と大 いな る智 慧 を得 ら

れ ます よ うに。"[以 上 の よ うに発 願 して,]心 は 集 中 して[私 の名 か ら発 し,]続 け

て 念 ず る よ うにす る。』」

†第6葉 まで とは音節数の異な る偏頒
。XT67aが 半 葉欠 けているため確言できない

が,一 区切 り7音 節の韻文になっているようである。

(107a2-4)我 若向修羅 悪心自調伏/我 若向畜生 自得大智慧

発是願白。至心称念我之名字。

[gzhan yang tidag g蚶ton pa](9:s>de bzhin gshegs pa'od dpag[med ky蚓tshan'don

ting/ﾘe nas](9=6)gzungs781an gcig gam lan(10:1)tidun gyi bar du titon na(79 skal80

ba81'bum phrag brgya stong 82 snyed du./83(10=2)'knor bar'gyur ba'184 kha na mtho

ba'1851ci ba mams gsal86 cing(10:3)'byang87 bar'gyur lags so//gal te thugs rje chen

po'�188(10=4)'do皿cing'chang na/89'chI ba'Igo dus kyi tshegl phyogs bcu'Ig2 de

(lo5)bzhin gshegs pa reams der gshegs nas phyag rkyong bar(10:6)'gyur bas/93 bsams

pa bzhin du sangs rgyas kyi zhing(11=1)gang dang gang du skye bar94'gyur lags so〃

「『[さ ら に
,私 の 大 師 で あ る]阿 弥 陀 如 来[の 御 名 か ら 発 し,そ し て コ 陀 羅 尼 を1

回 な い し7回 の 間 唱 え れ ば,縁 が 百 億 ほ ど に ま で 溜 ま っ て し ま っ た と き に,諸 々 の

重 大 な 罪 過 が 現 れ る の を,取 り 除 い て 清 め る こ と に な る の で あ る 。 も し,こ の 大 悲

心 を 調 し て 持 す る な ら,死 ぬ と き の 命 は,十 方 の 如 来 た ち が お い で に な っ て,御 手

を 伸 ば す よ う に な る の で,思 っ た 通 り に 諸 処 の 仏 国 土 に 生 ま れ る こ と に な る の で

あ る 。』」

74PID:song na〃 75 D:(1) 76 D:tu;P:*磁  77 P(D:par 78 D二['di〕 フ9 P=〃 80 P!D:bskad

81D:pa 82 PID:〔 ノ'] 83 P/D:(du
./) 84 P/D:ba" 85 P/D:ba'ま 86 P/D:bsal 8フP:'byung

88PIDl'di 89 D:(/) 90 P:'chi ba'i 91 P!D;[ノ 】 92 PID:Gcu'i 93 P!D:(/) 94 D=【'dod pa de

dang der skye bard
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ロシア所蔵チベット語袖珍本について(1)

(107a4-7)亦 応専念我本師阿弥陀如来。然後即当諦此 陀羅尼神呪。一宿諦満

五遍。除滅身中百千万億劫生死重罪。……(107a7―9)若 諸人天。諦持大悲章

句者。臨命終時十万諸仏皆来授手。欲生何等仏上95。 随願皆得往 生。

bcom ldan'das la yang96(ii:a)'(∬97 skad ces gsol to//bcom ldan'das sems can gang la

(iia>1a zhig thugs rje chen po'igS rigs99 sngags'dl1°0'don cing yongs su(ii:a>>dzin pa

dag./lol gal te ngan'gro102 gsum po dag du 1031tung bar gyur dus>na./104 tidag nam

yang mngon bar rdzogs par sangs rgyas parios myiiO�(玉1:6)bgyi'o〃thugs rje then po

'ilo7 rigslo8 sngags'dhO9'don cing(12のyong SU'dzin paﾘag
./110 gal te ting nge'dzin

畭gilt spobs pa tshad(12:2)myed112 pa l ls spyed thob par ma gyur na/ユ ユa bdag nam

yang mngon bar rdzogs(i2:3)par'tshang rgya bar myi115 bgyi'o//

「世 尊 に ま た 次 の よ う に 申 し 上 げ た
。 『世 尊 よ,誰 か 衆 生 で,こ の 大 悲 心 の 真 言 を 諦

し て 完 全 に 堅 持 す る 者 た ち が,も し,三 悪 趣 に 堕 ち る よ う な こ と に な れ ば,私 は い

っ ま で も 仏 陀 に は な り ま せ ん 。 世 尊 よ,誰 か 衆 生 で,こ の 大 悲 心 の 真 言 を 諦 し て 完

全 に 堅 持 す る 者 た ち が9も し,諸 々 の 三 昧 と 無 量 の 弁 才 を 得 ら れ な か っ た ら,私 は

い つ ま で も 仏 陀 に は な り ま せ ん 。』」

(107a9-11)復 白仏言。世専若諸衆生。 Pﾘ持大悲神呪堕三悪道者 。我誓不成

正覚。……(107a12-4)諦 持大悲神呪者。若不得無量三昧弁才者。我誓不成

正覚。

thugs rje chen po'i116 rigslp sngags(12;4)'dh is'don cin yongs su'dzin pa dag〃119

gal te tshe'dl120 nyid僘/'21(12:5)sinon pa thaws cad j�1221tar sinon pa bzhin du grub

par ma gyuma/i23(12:6)thugs rje chen po'i sems kyi gzungs zhes myilza bgyidlzs lags

(ls:1>ste125/myi127 dge ba rnams dang ./128 seins[rtseg gcig du ma bgyis pa ni ma]

(13:2)gtogs lags s・〃

r『世 専 よ
,と あ る 衆 生 で,こ の 大 悲 心 の 真 言 をpmし て 完 全 に 堅 持 す る 者 た ち が,も

し,今 生 に お い て,す べ て の 願 い を ど の よ う に で あ っ て も 願 っ た 通 り に 成 就 す る こ

と に な ら な か っ た ら,大 悲 心 の 陀 羅 尼 と 言 い な す こ と は な い の で あ り,(た だ し)

諸 々 の 不 善 な る も の(願 い)と 心 が[集 中 し て い な い も の(願 い)は]含 ま な い の

で あ る 。』」

95原 注=上=土? 96P:(yang) 97 P!D:'di 98 PII):po'i 99 PID:rigユoo PID:'d�ol PID:の

ioz PID:song lo3 P/D:tu lo4 PID:(ノ) 105 PR):rgya bar lo6 PID:mi lo7 P/D:Pa'Z 108 P/D:rig

log PID:'di 110 PID:(/)111 Pπ):ﾘng 玉玉2 PID:med 113 P涯):[ノ']114 PR):(!)115 PID:mi 116 PID二

po'i 117 P几)l rig 工18 P乃):'di llg PID:(〃) 120 PID:'di 121 p廻);(/) 122 Pμ):cゴ 123 Pの1(/)

124PID:miユ25 PID:�yi 126 PID=te 127 Pの;n:i 128 P涯):の
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白井 聡子

(107a4-6)調 持大悲神呪者。於現在生中一切所求若不果逐者。不得為大悲心

陀羅尼也。唯除不善除不至誠。

bud myed129 gang[la la zhig bud med kyi lus las yong]lisa>su skyo nas skyes pa'1130

1us thob[par'tshal ba gang lags pa des)(13:4)thugs rje Chen po'i131 sews kyis132

[gzungs Isyl tshig'di'don Ging】(13;5)yongs su gzung bas/133 gal te[bud med kyi lus las

yongs su](13:6)gyur te/134 skyes pa'113s lus thob par[ma gyur na/(P380:41a6;D723:

6.tsa.202b5)...

「 『誰 か 女 で
,女 の 体 に よ っ て 完 全 に 悲 し み,男 の 体 を 得 る[よ う 欲 す る 者 は 誰 で

あ れ,]大 悲 心 の 心 に よ っ て[こ の 陀 羅 尼 の 語 か ら 発 し て]完 全 に 持 す こ と に よ り,

も し[女 の 体 か ら 完 全 に]変 化 し て,男 の 体 を 得 る よ う に[な ら な か っ た ら,

… …]』 」

(107a6―8)若 諸々女人厭賎女身欲成男子身。調持大悲心陀羅尼章句。若不転

女身成男子身者。

...(P380:42a5;D723:6.tsa.203b 1)de nas tiyang chub Sems dpa'spyan ras gzigs

dbang ph)7郡8 gis gzungs'di bstan Zin nas/](23:1)gzungs'dl136'don zhing137 yongs su

['dzing pa dag 8'cheri du/good](23:2)pa dang 138 bgregs139 yongs su bsa1[ba'iphyir/

shin to dang ba'i tshigs](z3s>su bcad pa'di140 dag smras so.////141

「 …  [尊 者 世 尊 観 世 音 自在 は こ の 陀 羅 尼 を 示 し て
,]こ の 陀 羅 尼 を 調 し て 完 全 に

[持 す る 者 た ち の た め に,危 難 〕 と 障 碍 を 完 全 に 消 滅 さ せ る ゆ え に,次 の よ う な 極

め て 清 浄 な 諸 偶 頒 を 述 べ た 。」

(107c26)L観 世音菩薩説此呪 已。……(108c3-4)観 世音菩薩復為諦持者。説消

除災禍清涼之偶

[gang zhig Yl dang'phrog142 dgon song](23:4)ba las〃stag dang spyang ki[gcan Zanias

gtum po dang/144 rtsangs](23:5)pa sbrul dang'dre srin'phrad[gyur kyang//gzungs'di

'don】(23:6)pa thos nas gnod my劦as nus〃(24:1)gang 
zhig chu bo rgya mtsho146 zhugs

pa las〃gdug pa'1147 klu dang chu srin(24:2)ma rungsﾘg〃gnod sbyin srin po nya

正2g PID:med 正30 PR):pa'ε 131 PR):po'i 132 PR):kyi 133 PR)=(ノ) 134 PR):(〆) 135 PR):pa'i

136P/D:'di 137 PID:ting l38 P/Dl[/] 139 P/D:bgegs l40 rn)='di 正41 PID=(ノ/) 142 D:'brog ―

J舖chke(1881:402)に"'brog dgon:solitude, wildemess"と あ る こ と か ら,解 釈 に は デ ル ゲ 版 の 形 式 を

採 用 し た 。 143D:gzan l44 D:〃145 PID:mi 146 PID:mtshor L47 P/D:pa'i
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dang ru sbal dag〃148 gzungs(24:3)'dI149 isothos nas so sor byerlsz barisz'gyur.〃153

「『[誰か が 山お よび 荒 野 に行 って
,]虎 と狼 とい った残 忍 な 肉食獣,お よび/蜥 蜴 ・

蛇 お よび小 鬼 に 出 くわ す[こ とにな ろ う とも/こ の 陀展 尼 を調 す のが]聞 こえ る

と,損 な うこ とはで き ない 。/誰 かが 川や 海 に入 っ た あ と/悪 し き竜,凶 暴 な水 獣

(マ カ ラ),お よ び/夜 叉羅 刹 の魚 お よび ツ ノの ある蝦 墓 な どは/こ の陀 羅尼 が 聞 こ

え れ ば,皆,逃 げ る こ とに な る』」

(108c5-6)若 行瞳野山澤中

莫能害/若 行江湖濾海間

蔵隠

逢値虎狼諸悪獣/蛇 蛎精魅魍魎鬼 聞諦此呪

毒龍蚊龍摩蜴獣/夜 叉展刹魚竈驚 聞諦此呪自

gang zhig g.yul spred{24:4}dgra yis bskor ba'am//is4 drom rkun ma rungs nor ni

gphrog pa'Ilss(24:5)tshe//rtse gcig定 ぬugs rje chers Po156 gzungs(す)bzlas na〃157 de dag

TCSe158(24:6)seins bskyed159 nas Idag par'gyur//gang zh刕 rgyal po16°gyod(‡)la thogs

(25:1)pa dang〃 亙cags sgrog khang sgril buon rar chud pa'1161 tshe〃rtse gc孟9(25:2)thuﾘs

rje chers pG162 gzungs(†)buas na〃rgyal po brtse sems kyls ni(25:3)gtong bar'gyur!/

「『誰 か が 戦 を し て 敵 に 包 囲 さ れ る
,あ る い は/凶 暴 な 盗 賊 に 財 物 を 掠 奪 さ れ る と き

/一 心 に 大 悲 心 の 陀 羅 尼 を 重 諦 す れ ば/彼 ら は 悲 心 を 生 じ て 帰 っ て い く こ と に な

る 。/誰 か が 王 と の 訴 訟 沙 汰 に な り,そ し て/隙 間 の な い 枷 を し て 監 獄 に 入 る と き

/一 心 に 大 悲 心 の 陀 羅 尼 を 重 諦 す れ ば/王 の 悲 心 に よ っ て こ そ 釈 放 さ れ る こ と に

な るd」

tthugs rje chers pa gzungs:こ の部分で2度 現れ るthugs rje chen po「 大 悲心」に
,

PIDで は いずれ も属格標識が付加 されているが(_po ti), XTに はない。意ﾘの 上で

は属格標識のあ る方が 自然 である。韻文の音節数 を維持す るためには,XTで は反転

字を用 いた属格標識 ノ∬が用 いられることが予想 され るが,こ の形式は基本的 に母音

一aに しか後続 しない ようであ る(第3 .1節[1-iil参 照)。 韻文の他の箇所 で もXTは

音 節数 を厳格 に維持 してい るこ とか ら,XTで は... po'iと い う音節数 の増 える形式

を嫌 い,一 方で...po'1と い う形式を用 いえなかったために,属 格標識が脱落 してい

る と考 えられ る。(‡)rgyalpo Byodの 箇 所 も同様。以下,こ の偶頒 において は同様

の現象 が25:5,26:1,26:4に も一貫 して現れる。

148P:/ 149 P/D;'di 150 P:【'don Ging】 151 P!D:'byer 152 P:*par 153 P:〃;正):/154 P:1 155 P/D:

pa'i 156 P/D:po'i 157 P;/158 PID:brtse l59 PID:skyes 160 PID:po'i璽61 P/D:pa'i 162 PID:po'ε
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(108c9-12)若 逢軍陣賊囲緯 或被悪人奪財宝/至 誠称諦大悲呪 彼起慈心

復道帰/若 為王官収録身 囹圏禁閉糧枷鎖/至 誠称諦大悲呪 官自開恩釈

放還

gang zhig byad stem163 dug mi 164(t)khyim zhugs te//tzs:4>zas skom dug can gis ni

gsod pa'i tshe(‡)〆/itse gcig thugs rje(25:5)chen poI65 gzungs bzlas na〃dug ni zas

skom zil dngar166(§)nyid du(25=6)'gyur〃bud myed167 sbrum ma bu ni btsa'ba'1168

tshe〃bdud ky孟s bgregs169(26=1)byas sdug bsngal myi iso bzod tshe〃itse gcig thugs rje

chen poen gzungs(26=2)bzlas na//'dre gdon byer nas bde bar btsa'bar'gyur//

「『誰 か
,呪 認 と 毒 の 家 に 入 り,/毒 の あ る 飲 食 物 で 殺 さ れ そ う な と き/一 心 に 大 悲

心 の 陀 羅 尼 を 重 諦 す れ ば/毒 は 甘 露 そ の も の の 飲 食 物 と な る,/妊 婦 が 息 子 を 生 む

と き/魔 が 邪 魔 を し て 苦 を 耐 え き れ な い と き/一 心 に 大 悲 心 の 陀 羅 尼 を 重 調 す れ ば

/魔 物 は 逃 げ て 無 事 に 生 ま れ る こ と に な る 』」

tbygd stem dug mi:XTのmiがP/Dで はYYtCI'tすな わち名詞接尾辞 脚 に属格標識

が付加 された形式 に対応する。PIDに 従 えば次 のよ うに解釈 され る。 「毒」を意味す

る語幹dugに 語 幹の意味を変えない接尾辞0が 付加 されて2音 節語 を形成 し,直

前の2音 節語であるbyed stemと 並 列されている。 その後 に属格接尾辞が付加 され

て後続 の名詞を修飾 している。 この解釈が妥当 と考 え られ ることか ら,XTがmiと

な っているのは第3.1節(1一劦-cf.)と 同様の例 とい うことになるが,こ こでは反転字1

で はな くiが 現れている。

‡gsod pa'i tshe:こ の 一iは,直 前のpaと 同一音節 に書かれて いるが,反 転字ではな

い。第3.1節(1)で 述 べた 艀 の使 い分 けの,XTに お け る唯一の例外である。

§zas skom zil dugar zas skom「 飲 食物」 とz匀 dugar「 甘 露」が同格で並べ られた構

造になってい る。XTとPIDで は この2つ の語の順 番が逆である。 どち らの語順で

も問題 ないが,こ の場合,XTの ように意味上の修飾要素であるzil dugarを 後 置 す

る方が,チ ベ ット語 としてはやや 自然か もしれない。

(108a13-16)若 入野道盤毒家 飲食有薬欲相害/至 誠称請大悲呪 毒薬変成

甘露漿/女 人臨難生産時 邪魔遮障苦難忍/至 誠称諦大悲呪 鬼神退散安

楽生

163D:stems 164 P!D:ma'r iss P/D:po'i 166 P/D:zil dugar zas skom 167 P/D:med 168 PID:ba'i

169PID:bgegs 1フo P/D:mi l71 P/D:]70'1
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klu(26:3)gdon gtum pos gdug Pa'1172 dbugs btang bas〃tsha ba'Il73 nad ky孟s nyen

(26:4)nas'chir nye tshe〃rtse geig thugs rje chen po174 gzungs bilas(26=5)na〃rims nad

bsal nars(†)tshe ni ring bar'gyur〃klu gdon rgyu(26;6)bas gtses te skrangs pa dang〃

shu'bras myi176 bzad rnag khrag'dzag(27;1)pa'1177 tshe〃itse gcig thugs rje[chen

P・'igzungs bilas na/mchil](27:2)ma lan gsum byugs na17g(‡)skrangs[pa zhi〃]

「『怒 り狂 った(残 忍 な)魔 竜が 悪 しき息 を吐 いたた め に/熱 病 を患 い
,瀕 死 で あ る

とき/一 心 に大 悲 心 の陀羅 尼 を重諦 す れ ば/疫 病 を克 服 して,寿 命 は長 くな る。/

遊 行 す る魔 竜 に傷 つ け られ て腫 れ上 が り/腫 れ 物が 引 か ず,膿 と血 が に じみ出 る と

き/一 心 に大 悲 心[の 陀羅 尼 を重 諦 すれ ば/唾 を]三 回塗 って,腫 れ は[治 まる]』」

†rims nad tisal na 古 典 チベ ット語的に直訳 すれぼ 「疫病 を克服 した ならば」。 XT

の接続詞 澱 の箇所 が,P/Dと もiﾘS「 ～ してか ら」 となってい る。 P/Dの 訳 として

は 「疫病 を克服 して,寿 命 は長 くなる」 とな り,こ の方が文脈 に合 う。接続詞の用法

の推移 を示す例であ る。第3.1節(5-11)参 照 。

‡_na:P/Dと も この箇所 にはpas(名 詞化接辞+具 格:理 由を表す〉が用い られて

いる。PIDの 訳 は 「唾 を三回塗 ることによって,腫 れ は治 まる」 となる。第3.1節

(5-ll)参 照 。

(10817-20)悪 龍疫鬼行毒気 熱病侵陵命欲終/至 誠称調大悲呪 疫病消除

寿命長/龍 鬼流行諸毒腫 縷瘡膿血痛回堪/至 誠称諦大悲呪 三唾毒腫随

口消

[sams can rnyog pa mi dgeJ(27:3)bskyodl79 pas na//byad stem180 sngags[dang dgras

η'gises pa'i tshe//rtse](27=4)gcig thugs lj e chers po181 gzungs[bilas na//byed

steml8z](27:5)gdon de is3 myi 1841a'dud〃185 sdig['phel snyigs ma dam chocンi8】

(27:6)pa'1186 tshe/187'dod pl 188(†)mye189 mched sems[ni rmongs lag bas/ノ 肋yo 5加8

so sor gzhan la'dod then nas//(P380:42b';D723:6.tsa.2Q4a2)...)

r『〔衆 生 が 混 乱 ・不 善 を]生 じ て 病 み/呪 認 の 真 言[と 敵 に よ っ て 傷 つ け ら れ た と

き/]一 心 に 大 悲 心 の 陀 羅 尼 を[重 諦 す れ ば/]そ の 魔 の[呪 誼]は 人 に 屈 す る 。

/罪 悪 が[増 大 し,堕 落 し,正 法 を 破 壊 す る]と き/欲 望 の 火 が 広 が り,心 は[蒙

昧 に な っ て 誤 る の で … … コ』」

172P/D:Pa'i 173 PID:ba'�174 P/D:po'z 175 P〆D:nas ユ76 P/B:miユ ツ7 P/D:pa'iユ7B PID:pas

1ワ9PID:skyod正80 D:stems 161 P/D:po'i 182 D:stems 183 PID:[g卲ng ba'i]184 P/D:mi 185 P;/

186PID:pa'i l87 P/D:〃 188 PID:pa'i 189 PID:me
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t ..pl:P/Dと 対照 して も,意 味の上か らも,接 尾辞 ραに属格標識が付加 された も

の と考 え られ る。(25:3)に も同様の現象 を示す と考 えられ る箇所 がある。当時の 口

語の影響 が表れ てい る可能性があ り,更 な る検討 を要す る。

(108c21-23)衆 生濁悪起不善 厭魅呪認結怨讐/至 誠称諦大悲呪 厭魅還著

於本人/悪 生濁乱法滅時 婬欲火盛心迷倒

5 結

 本稿 において,筆 者 はXT-67に 含 まれ る最初の経典XT67aに ついて内容比定 を

初 めて行い,テ キス ト・訳 ・注 を示 した。 また,XT67aの 言語的特徴 について,古 チ

ベ ッ ト語お よび古典チベ ット語 との対照 を通 して考察 を行 った。 その結果,XT67a

に用 い られている言語 はかな り古典 チベ ット語 に近 い ものの,古 チベ ッr語 的特徴

も残 してお り,過 渡期の特徴 を具えていることが明 らか になった。特 に,属 格標識

の分 かち書 き,口 蓋化両唇鼻音 〃ay―の残存,接 続詞naの 用法な どにははっき りと

古チベ ッ ト語的特徴が現れている。 さらに,ア ム ド方言群 に属 する口語の影響 を受

けている可能性 も指摘 した。
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A Tibetan pocketbook in a Russian manuscript collection (1)

 SHIRAI Satoko

Abstract

  XT-67 is a Tibetan block-printed book from Khara-Khoto belonging to the St. Pe-

tersburg Branch of the Institute of Oriental Studies, Russian Academy of Sciences. 

Owing to its specific style, the book has been discussed in some preceding studies, 

however these have not elaborated on the detailed particulars.

 XT-67 consists of three Buddhist sutras. The first sutra (hereafter referred to as 
"XT67a") extends from the first frame (the right half of the original second folio) to 

the left half of the 13th frame (the left half of the original 27th folio). The author 

identified it as a kind of Ntlakantha. In the Tibetan Buddhist Canons, this is almost 

equivalent to "'phags pa spyan ras $zigs dbang phyug thugs rje chen po'i gzungs 

phan yon mdor bsdus pa zhes bya ba" (in Tibetan) or "Mahakdrunika-namd-arya-
avalokiteavara-dharanianusamsa-sahita-sutrat samgrhita" (in Sanskrit):

• Peking edition: 8 (380) tsa 3967-43a6 (40a1-bl, 40b6-41a5, 42b1-6) 

• sDe-dge edition: 6 (723) tsa 201b3-204a7 (201b4 202a3, 202a6 b5, 203b2-

204a2)

●'It also corresponds t◎an abbreviated version of千 手 千 眼 観 世 音 菩 薩 広 大 円 満

無 磯 大 悲 心 陀 羅 尼 経in the Chinese Buddhist Canon(Taisho 2Q:No.1060).

  This paper presents the」:ull text of XT67a with annotations and translatiolls. Its

linguistic characteristics are also considered in the context of the history of the Tibetan

language because the aspects of the language in the period when XT-67 was printed are

unknown. This paper proves that the book疽 demonstrative of the transitional phase

between Old Tibetan and Classical Tibetan. It basically follows the norm of Classical

Tibetan, but it also retains some characteristics of the earlier stage:for example, the

reversed i, palatalized m(my-), unassimilated enclitics,. a few words, and the style of

spelling.

(受理日2004年6月29日 最終原稿受理 日2004年12月7日)
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